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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被写体像の取得エリアの少なくとも一部が互いに異なる二つの画像データ、または共通
の被写体に対して視差を有する二つの画像データのうちの一方の画像データに対して所定
の画像処理を施して出力する第１プロセッサと、
　前記二つの画像データのうちの他方の画像データに対して所定の画像処理を施して出力
する第２プロセッサと、
　前記第１プロセッサおよび前記第２プロセッサが設けられている筐体とは別体の筐体に
設けられ、前記第１プロセッサおよび前記第２プロセッサから出力された二つの画像デー
タをもとに、表示装置に表示させる表示画像データを生成する表示画像生成部と、
　前記第１プロセッサおよび前記第２プロセッサから出力された二つの画像データに基づ
く画像データを記録する記録装置と、
　前記第１プロセッサまたは前記第２プロセッサが設けられている筐体に設けられ、前記
第１プロセッサ、前記第２プロセッサおよび前記表示画像生成部の同期をとるための同期
信号を生成する第１の同期信号生成部と、
　前記表示画像生成部が設けられている筐体に設けられ、少なくとも前記表示画像生成部
と前記記録装置との間の同期をとるための同期信号を生成する第２の同期信号生成部と、
　前記第１の同期信号生成部および前記第２の同期信号生成部がそれぞれ生成した同期信
号のうちの一方を選択し、前記表示画像生成部と前記記録装置との間の同期をとるための
制御を行う制御部と、
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　を備えることを特徴とする内視鏡システム。
【請求項２】
　前記第１の同期信号生成部が設けられている筐体と、前記表示画像生成部が設けられて
いる筐体とが電気的に接続される場合、前記制御部は、前記第１の同期信号生成部が生成
した同期信号を選択する
　ことを特徴とする請求項１に記載の内視鏡システム。
【請求項３】
　前記第１の同期信号生成部が設けられている筐体と、前記表示画像生成部が設けられて
いる筐体とが電気的に接続されていない場合、前記制御部は、前記第２の同期信号生成部
が生成した同期信号を選択する
　ことを特徴とする請求項１に記載の内視鏡システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、内視鏡システムおよび処理装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　医療分野等において使用される内視鏡とプロセッサとが着脱可能である内視鏡システム
において、診断や検査の円滑化のために、観察対象を立体画像で観察したいという要求が
ある。この要求にこたえるための技術として、左眼用および右眼用の画像データをそれぞ
れ生成する内視鏡と、内視鏡が生成した左眼用画像および右眼用画像から視差画像を生成
するミキサユニットとを備えた内視鏡システムが知られている（例えば、特許文献１を参
照）。
【０００３】
　図６は、従来の内視鏡システムの概略構成を示す図である。図６に示す内視鏡システム
１００は、左眼用および右眼用の二つの光学系、各光学系を介して左眼用および右眼用の
画像データを生成する二つの撮像素子を有する内視鏡１０１と、左眼用および右眼用の画
像データのうちの一方の画像データを取得して、画像処理を施す第１プロセッサ１０２と
、左眼用および右眼用の画像データのうちの他方の画像データを取得して、画像処理を施
す第２プロセッサ１０３と、第１プロセッサ１０２および第２プロセッサ１０３がそれぞ
れ画像処理を施した左眼用画像および右眼用画像から視差画像を生成するミキサユニット
１０４と、内視鏡１０１に照明光を供給する光源装置１０５と、ミキサユニット１０４が
生成した視差画像を表示する表示装置１０６と、を備えている。
【０００４】
　図６に示すような従来のシステムにおいて、第１プロセッサ１０２、第２プロセッサ１
０３およびミキサユニット１０４の間は、例えばミキサユニット１０４により生成される
同期信号によって同期をとっている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特許第５７８４８４７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　近年、画像の高精細化によって画像データの容量が大きくなっている。画像データの容
量が大きくなると、第１プロセッサ１０２および第２プロセッサ１０３が行う画像処理も
複雑化する。この際、ミキサユニット１０４により生成した同期信号によって第１プロセ
ッサ１０２および第２プロセッサ１０３の同期をとると、第１プロセッサ１０２および第
２プロセッサ１０３の処理速度の違いなどによって同期をとることができないおそれがあ
った。
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【０００７】
　本発明は、上記に鑑みてなされたものであって、画像データの容量によらず同期をとる
ことができる内視鏡システムおよび処理装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上述した課題を解決し、目的を達成するために、本発明にかかる内視鏡システムは、被
写体像の取得エリアの少なくとも一部が互いに異なる二つの画像データ、または共通の被
写体に対して視差を有する二つの画像データを生成する撮像部と、前記二つの画像データ
のうちの一方の画像データに対して画像処理を施して出力する第１プロセッサと、前記二
つの画像データのうちの他方の画像データに対して画像処理を施して出力する第２プロセ
ッサと、前記第１プロセッサおよび前記第２プロセッサが設けられている筐体とは別体の
筐体に設けられ、前記第１プロセッサおよび前記第２プロセッサから出力された二つの画
像データをもとに、表示装置に表示させる表示画像データを生成する表示画像生成部と、
前記第１プロセッサまたは前記第２プロセッサが設けられている筐体内に設けられ、前記
撮像部、前記第１プロセッサ、前記第２プロセッサおよび前記表示画像生成部の同期をと
るための同期信号を生成する第１の同期信号生成部と、を備えることを特徴とする。
【０００９】
　また、本発明にかかる内視鏡システムは、上記発明において、前記第２プロセッサは、
前記第１プロセッサおよび前記表示画像生成部が設けられている筐体とは別体の筐体であ
って、前記第１プロセッサおよび前記表示画像生成部と電気的に接続する筐体に設けられ
ていることを特徴とする。
【００１０】
　また、本発明にかかる内視鏡システムは、上記発明において、前記第１プロセッサおよ
び前記第２プロセッサは、互いに異なる筐体に設けられていることを特徴とする。
【００１１】
　また、本発明にかかる内視鏡システムは、上記発明において、前記第１プロセッサおよ
び前記第２プロセッサは、同じ筐体に設けられていることを特徴とする。
【００１２】
　また、本発明にかかる内視鏡システムは、上記発明において、前記表示画像生成部が設
けられている筐体に着脱自在に接続され、前記第１プロセッサおよび前記第２プロセッサ
により画像処理が施された前記二つの画像データに基づく画像データを記録する記録装置
と、前記表示画像生成部が設けられている筐体に設けられ、少なくとも前記表示画像生成
部と前記記録装置との間の同期をとるための同期信号を生成する第２の同期信号生成部と
、前記表示画像生成部が設けられている筐体に設けられ、前記第１および前記第２の同期
信号生成部がそれぞれ生成した同期信号のうち、前記表示画像生成部と前記記録装置との
間の同期をとるために用いる同期信号を選択して、前記表示画像生成部と前記記録装置と
の間の同期をとるための制御を行う制御部と、をさらに備えることを特徴とする。
【００１３】
　また、本発明にかかる内視鏡システムは、上記発明において、前記制御部は、前記第１
の同期信号生成部が設けられている筐体と、前記表示画像生成部が設けられている筐体と
が電気的に接続していると判断した場合、前記第１の同期信号生成部が生成した同期信号
を選択し、選択した同期信号に基づいて同期をとり、前記第１の同期信号生成部が設けら
れている筐体と、前記表示画像生成部が設けられている筐体とが電気的に接続していない
と判断した場合、前記第２の同期信号生成部が生成した同期信号を選択し、選択した同期
信号に基づいて同期をとることを特徴とする。
【００１４】
　また、本発明にかかる内視鏡システムは、上記発明において、前記二つの画像データは
、デジタル信号であることを特徴とする。
【００１５】
　また、本発明にかかる処理装置は、被写体像の取得エリアの少なくとも一部が互いに異
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なる二つの画像データ、または共通の被写体に対して視差を有する二つの画像データを生
成する撮像部から前記二つの画像データを取得して、互いに異なる画像データに対して画
像処理を施す第１プロセッサおよび第２プロセッサからなる処理装置であって、画像処理
を施した後の二つの画像データを、該二つの画像データをもとに、表示装置に表示させる
表示画像データを生成する表示画像生成部に出力する処理装置において、前記第１プロセ
ッサおよび前記第２プロセッサの設けられている筐体のいずれか一方に設けられ、前記撮
像部、前記第１プロセッサ、前記第２プロセッサおよび前記表示画像生成部の同期をとる
ための同期信号を生成する同期信号生成部、を備えることを特徴とする。
【発明の効果】
【００１６】
　本発明によれば、画像データの容量によらず同期をとることができるという効果を奏す
る。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】図１は、本発明の実施の形態１にかかる内視鏡システムの概略構成を示す図であ
る。
【図２】図２は、本発明の実施の形態１にかかる内視鏡システムの概略構成を示すブロッ
ク図である。
【図３】図３は、本発明の実施の形態１にかかる内視鏡システムの画像統合部が統合した
統合画像の一例を説明する図である。
【図４】図４は、本発明の実施の形態１にかかる内視鏡システムの画像統合部が統合した
統合画像の他の例を説明する図である。
【図５】図５は、本発明の実施の形態２にかかる内視鏡システムの概略構成を示すブロッ
ク図である。
【図６】図６は、従来の内視鏡システムの概略構成を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１８】
　以下、本発明を実施するための形態（以下、「実施の形態」という）を説明する。実施
の形態では、本発明にかかる内視鏡システムの一例として、患者等の被検体内の画像を撮
像して表示する医療用の内視鏡システムについて説明する。また、この実施の形態により
、この発明が限定されるものではない。さらに、図面の記載において、同一の部分には同
一の符号を付して説明する。
【００１９】
（実施の形態１）
　図１は、本発明の実施の形態１にかかる内視鏡システムの概略構成を示す図である。図
２は、本実施の形態１にかかる内視鏡システムの概略構成を示すブロック図である。
【００２０】
　図１および図２に示す内視鏡システム１は、被検体内に先端部を挿入することによって
被検体内の画像（以下、内視鏡画像ともいう）を撮像する内視鏡２であって視差画像を生
成するための左眼用および右眼用の画像データを生成する内視鏡２と、内視鏡２が生成し
た左眼用および右眼用の画像データのうちの一方の画像データを取得して、画像処理を施
す第１プロセッサ３と、内視鏡２が生成した左眼用および右眼用の画像データのうちの他
方の画像データを取得して、画像処理を施す第２プロセッサ４と、第１プロセッサ３およ
び第２プロセッサ４がそれぞれ画像処理を施した左眼用画像および右眼用画像から視差画
像を生成するミキサユニット５と、内視鏡２に照明光を供給する光源装置６と、ミキサユ
ニット５が生成した視差画像を表示する表示装置７とを備える。なお、図２では、実線の
矢印が画像にかかる電気信号の伝送を示し、破線の矢印が制御や同期にかかる電気信号の
伝送を示している。
【００２１】
　内視鏡２は、可撓性を有する細長形状をなす挿入部２１と、挿入部２１の基端側に接続
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され、各種の操作信号の入力を受け付ける操作部２２と、操作部２２から挿入部２１が延
びる方向と異なる方向に延び、第１プロセッサ３、第２プロセッサ４および光源装置６に
それぞれ接続する各種ケーブルからなるケーブル部２３と、を備える。
【００２２】
　挿入部２１は、光を受光して光電変換を行うことにより信号を生成する画素が二次元状
に配列された撮像部２４４を内蔵した先端部２４と、複数の湾曲駒によって構成された湾
曲自在な湾曲部２５と、湾曲部２５の基端側に接続され、可撓性を有する長尺状の可撓管
部２６と、を有する。挿入部２１は、被検体の体腔内に挿入され、外光の届かない位置に
ある生体組織等の被写体を撮像部２４４によって撮像する。
【００２３】
　先端部２４は、グラスファイバ等を用いて構成されて光源装置６が発光した光の導光路
をなすライトガイド２４１と、ライトガイド２４１の先端に設けられた照明レンズ２４２
と、集光用の左眼用光学系２４３ａおよび右眼用光学系２４３ｂと、左眼用光学系２４３
ａおよび右眼用光学系２４３ｂが集光した光を受光して電気信号に光電変換して所定の信
号処理を施す撮像部２４４と、を有する。
【００２４】
　左眼用光学系２４３ａは、一または複数のレンズを用いて構成され、撮像部２４４の前
段に設けられて被写体からの入射光を結像する。左眼用光学系２４３ａは、画角を変化さ
せる光学ズーム機能および焦点を変化させるフォーカス機能を有するものであってもよい
。
【００２５】
　右眼用光学系２４３ｂは、一または複数のレンズを用いて構成され、撮像部２４４の前
段に設けられて被写体からの入射光を、左眼用光学系２４３ａとは視差を有して結像する
。右眼用光学系２４３ｂは、画角を変化させる光学ズーム機能および焦点を変化させるフ
ォーカス機能を有するものであってもよい。
【００２６】
　撮像部２４４は、左眼用撮像素子２４４－１ａと、右眼用撮像素子２４４－１ｂと、左
眼用信号処理部２４４－２ａと、右眼用信号処理部２４４－２ｂとを備える。
【００２７】
　左眼用撮像素子２４４－１ａは、ミキサユニット５から受信した制御信号に従って、左
眼用光学系２４３ａからの光を光電変換して、一枚の画像を構成する１フレーム分の電気
信号（左眼用画像データ）を生成する。具体的には、左眼用撮像素子２４４－１ａは、光
量に応じた電荷を蓄積するフォトダイオードや、フォトダイオードから転送される電荷を
電圧レベルに変換するコンデンサ等をそれぞれ有する複数の画素がマトリックス状に配列
され、各画素が左眼用光学系２４３ａからの光を光電変換して電気信号を生成し、複数の
画素のうち読み出し対象として任意に設定された画素が生成した電気信号を順次読み出し
て、画像データとして出力する。左眼用撮像素子２４４－１ａは、ミキサユニット５から
受信した制御信号に基づいて、露光処理が制御される。左眼用撮像素子２４４－１ａの受
光面には、カラーフィルタが設けられ、各画素が、赤色（Ｒ）、緑色（Ｇ）および青色（
Ｂ）の各色成分の波長帯域のうちのいずれかの波長帯域の光を受光する。
【００２８】
　右眼用撮像素子２４４－１ｂは、ミキサユニット５から受信した制御信号に従って、右
眼用光学系２４３ｂからの光を光電変換して、一枚の画像を構成する１フレーム分の電気
信号（右眼用画像データ）を生成する。具体的には、右眼用撮像素子２４４－１ｂは、光
量に応じた電荷を蓄積するフォトダイオードや、フォトダイオードから転送される電荷を
電圧レベルに変換するコンデンサ等をそれぞれ有する複数の画素がマトリックス状に配列
され、各画素が右眼用光学系２４３ｂからの光を光電変換して電気信号を生成し、複数の
画素のうち読み出し対象として任意に設定された画素が生成した電気信号を順次読み出し
て、画像データとして出力する。右眼用撮像素子２４４－１ｂは、ミキサユニット５から
受信した制御信号に基づいて、露光処理が制御される。右眼用撮像素子２４４－１ｂの受
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光面には、カラーフィルタが設けられ、各画素が、赤色（Ｒ）、緑色（Ｇ）および青色（
Ｂ）の各色成分の波長帯域のうちのいずれかの波長帯域の光を受光する。
【００２９】
　左眼用撮像素子２４４－１ａおよび右眼用撮像素子２４４－１ｂは、例えばＣＣＤ（Ch
arge　Coupled　Device）イメージセンサや、ＣＭＯＳ（Complementary　Metal　Oxide　
Semiconductor）イメージセンサを用いて実現される。また、左眼用撮像素子２４４－１
ａおよび右眼用撮像素子２４４－１ｂは、各々、単板のイメージセンサを用いて構成され
るものであってもよいし、例えば３板方式等の複数のイメージセンサを用いて構成される
ものであってもよい。
【００３０】
　左眼用撮像素子２４４－１ａにより得られる左眼用画像、および右眼用撮像素子２４４
－１ｂにより得られる右眼用画像は、共通の被写体が写った画像であって、被写体像の取
得エリアが異なる画像であり、かつ視差を有する画像である。被写体に対して、左眼用光
学系２４３ａおよび右眼用光学系２４３ｂの光軸の角度が異なれば、被写体像の取得エリ
ア（画像として写る部分）も異なる。
【００３１】
　左眼用信号処理部２４４－２ａは、左眼用撮像素子２４４－１ａから出力されたアナロ
グの左眼用画像データに対してノイズ除去処理やクランプ処理を行うアナログ処理や、Ａ
／Ｄ変換処理を行うＡ／Ｄ変換処理を施し、左眼用画像を含むデジタルの左眼用画像デー
タを、第１プロセッサ３に出力する。
【００３２】
　右眼用信号処理部２４４－２ｂは、右眼用撮像素子２４４－１ｂから出力されたアナロ
グの右眼用画像データに対してノイズ除去処理やクランプ処理を行うアナログ処理や、Ａ
／Ｄ変換処理を行うＡ／Ｄ変換処理を施し、右眼用画像を含むデジタルの右眼用画像デー
タを、第２プロセッサ４に出力する。
【００３３】
　操作部２２は、ミキサユニット５に加えて、送気手段、送水手段、画面表示制御等の周
辺機器の操作指示信号を入力する操作入力部である複数のスイッチ２２１を有する。なお
操作部２２は、湾曲部２５を上下方向および左右方向に湾曲させる湾曲ノブや、被検体の
体腔内に生検鉗子、電気メスおよび検査プローブ等の処置具を挿入する処置具挿入部を設
けるようにしてもよい。処置具挿入部から挿入される処置具は、先端部２４の処置具チャ
ンネルを経由して開口部から表出する（図示せず）。
【００３４】
　ケーブル部２３は、ライトガイド２４１と、第１プロセッサ３に接続する一または複数
の信号線をまとめた集合ケーブルと、第２プロセッサ４に接続する一または複数の信号線
をまとめた集合ケーブルと、を少なくとも有している。各集合ケーブルは、画像データを
伝送するための信号線や、撮像部２４４を制御するための制御信号や同期信号を伝送する
ための信号線、内視鏡２（撮像部２４４）に関する固有情報等を含む情報を送受信するた
めの信号線を含む。ケーブル部２３は、第１プロセッサ３のコネクタ部３ａ、第２プロセ
ッサ４のコネクタ部４ａを介して電気的に接続するとともに、光源装置６のコネクタ部６
ａを介してライトガイド２４１が接続する。なお、本実施の形態では、信号線を用いて電
気信号を伝送するものとして説明するが、光信号を伝送するものであってもよいし、無線
通信により内視鏡２と、第１プロセッサ３または第２プロセッサ４との間で信号を伝送す
るものであってもよい。
【００３５】
　また、内視鏡２は、当該内視鏡２の情報を記録するメモリ（図示せず）を有している。
このメモリには、内視鏡２の種別、型番、左眼用撮像素子２４４－１ａ、右眼用撮像素子
２４４－１ｂの種別等を示す識別情報を記録する。なお、メモリは、ホワイトバランス（
ＷＢ）調整用のパラメータ等、左眼用撮像素子２４４－１ａおよび右眼用撮像素子２４４
－１ｂが撮像した画像データに対する画像処理用の各種パラメータを記録していてもよい
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。
【００３６】
　第１プロセッサ３は、内視鏡２の撮像部２４４から左眼用画像データを受信して、該受
信した左眼用画像データに画像処理を施す。第１プロセッサ３は、左眼用画像データに対
し、各画素位置について輝度成分（例えばＹＣｒＣｂのＹ成分）の画素値、およびＲＧＢ
の各色成分の画素値を算出するとともに、画素欠陥補正、光学補正、色補正、オプティカ
ルブラック減算、ノイズリダクション、ホワイトバランス調整、補間処理等の信号処理を
施す。画素欠陥補正は、欠陥画素の周囲の画素の画素値に基づいて、欠陥画素の画素値を
付与する。光学補正は、レンズの光学歪み等の補正を行う。色補正は、色温度の補正や、
色偏差の補正を行う。第１プロセッサ３は、ＣＰＵ（Central　Processing　Unit）等の
汎用プロセッサや、ＡＳＩＣ（Application　Specific　Integrated　Circuit）、処理内
容を書き換え可能なプログラマブルロジックデバイスであるＦＰＧＡ（Field　Programma
ble　Gate　Array）等の特定の機能を実行する各種演算回路等の専用プロセッサを用いて
構成される。
【００３７】
　また、第１プロセッサ３は、同期信号生成部３１を有している。同期信号生成部３１は
、第１プロセッサ３の動作の基準となるクロック信号（同期信号）を生成するとともに、
生成した同期信号を内視鏡２、第２プロセッサ４およびミキサユニット５へ出力する。こ
こで、同期信号生成部３１が生成する同期信号は、水平同期信号と垂直同期信号とを含む
。
【００３８】
　第２プロセッサ４は、内視鏡２の撮像部２４４から右眼用画像データを受信して、該受
信した右眼用画像データに画像処理を施す。第２プロセッサ４は、右眼用画像データに対
し、各画素位置について輝度成分（例えばＹＣｒＣｂのＹ成分）の画素値、およびＲＧＢ
の各色成分の画素値を算出するとともに、画素欠陥補正、光学補正、色補正、オプティカ
ルブラック減算、ノイズリダクション、ホワイトバランス調整、補間処理等の信号処理を
施す。第２プロセッサ４は、第１プロセッサ３の同期信号生成部３１が生成した同期信号
に従って動作する。第２プロセッサ４は、ＣＰＵ等の汎用プロセッサや、ＡＳＩＣ、ＦＰ
ＧＡ等の特定の機能を実行する各種演算回路等の専用プロセッサを用いて構成される。本
実施の形態１では、第２プロセッサ４は、第１プロセッサ３が設けられている筐体とは別
体の筐体に設けられるものとして説明する。
【００３９】
　次に、ミキサユニット５の構成について説明する。ミキサユニット５は、画像統合部５
１と、表示画像生成部５２と、入力部５３と、制御部５４と、記憶部５５と、を備える。
【００４０】
　画像統合部５１は、第１プロセッサ３および第２プロセッサ４がそれぞれ生成した二つ
の画像データを統合して一枚の統合画像データを生成する。画像統合部５１は、生成した
統合画像データを表示画像生成部５２に出力する。
【００４１】
　図３は、本発明の実施の形態１にかかる内視鏡システムの画像統合部が統合した統合画
像の一例を説明する図である。画像統合部５１は、図３に示すように左眼用画像ＷLと右
眼用画像ＷRとを並べて配置することによって統合した一枚の統合画像ＷFを生成する。統
合画像ＷFは、画素配列の水平ラインを揃えて左眼用画像ＷLと右眼用画像ＷRとを並べる
ようにしてもよいし（例えば図３を参照）、垂直ラインを揃えて左眼用画像ＷLと右眼用
画像ＷRとを並べるようにしてもよい。なお、この左眼用画像ＷLと右眼用画像ＷRは、有
効画素領域外のオプティカルブラック領域などの画素値を含んだ画像となっている。
【００４２】
　上述したように左眼用画像ＷLと右眼用画像ＷRとを並べるほか、左眼用画像ＷLと右眼
用画像ＷRとをラインごとに周期的に配置するようにしてもよい。図４は、本発明の実施
の形態１にかかる内視鏡システムの画像統合部が統合した統合画像の他の例を説明する図
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である。画像統合部５１は、図４に示すように、左眼用画像ＷLにおける水平ラインのラ
イン画像ＤLと、右眼用画像ＷRの水平ラインのライン画像ＤRとを、設定されたシフト量
に応じてずらして周期的に配置することによって統合画像ＷF´を生成する。具体的に、
画像統合部５１は、左眼用画像ＷLが有する奇数ラインのライン画像ＤLと、右眼用画像Ｗ

Rが有する偶数ラインのライン画像ＤRとを、設定されたシフト量に応じてずらして交互に
配置する。このような統合画像ＷF´は、ラインバイライン画像ともいわれる。ここでい
う水平ラインとは、複数の画素がマトリックス状に配置された撮像素子において、一方の
配列方向に沿って配置されている画素が形成するラインに相当する。なお、統合画像ＷF

´は、左眼用画像ＷLおよび右眼用画像ＷRを一つのデータに統合できればよいため、シフ
ト量をゼロとして、左眼用画像ＷLのライン画像ＤLと、右眼用画像ＷRのライン画像ＤRと
を交互に配置した画像、すなわちライン画像ＤLおよびライン画像ＤRの両端が揃った画像
であってもよい。また、画像統合部５１は、水平ラインとは垂直なラインである垂直ライ
ンごとに周期的に配置して、統合画像を生成するようにしてもよい。
【００４３】
　表示画像生成部５２は、内視鏡画像の表示領域を含む背景画像に、内視鏡画像に関する
文字情報を合成した合成画像を生成する。具体的に、表示画像生成部５２は、記憶部５５
を参照して、表示画面を構成する背景画像、例えば黒色の背景に対し、撮像した内視鏡画
像に関する文字情報等を重畳して合成する。
【００４４】
　表示画像生成部５２は、上述した合成処理が施された合成画像を生成した後、表示装置
７で表示可能な態様の信号となるような信号処理を施して、表示用の画像データを生成す
る。具体的に、表示画像生成部５２は、まず、画像統合部５１から統合画像における左眼
用画像および右眼用画像を取得し、左眼用画像および右眼用画像を互いに離れた位置であ
って、視差を与える位置に配置していわゆるサイドバイサイド画像と呼ばれる視差画像を
生成する。その後、表示画像生成部５２は、生成した視差画像を、表示画面を構成する画
像に重畳し、この画像を含む画像データに対して圧縮処理等を行って、表示用の画像デー
タを生成する。表示画像生成部５２は、生成した表示用の画像データを表示装置７に送信
する。なお、サイドバイサイド画像に限らず、例えば、左眼用画像のラインデータと右眼
用画像のラインデータとを、視差を与えるシフト量分ずらして交互に配列させて統合した
ラインバイライン画像であってもよい。
【００４５】
　また、表示画像生成部５２は、入力部５３を介して設定入力された設定に従って、上述
した画像処理を施した統合画像に対してズーム処理や、エンハンス処理を施してもよい。
具体的に、表示画像生成部５２は、例えば、入力部５３を介して赤色成分を強調する旨の
設定がなされている場合、Ｒ成分を強調するエンハンス処理を施す。
【００４６】
　画像統合部５１および表示画像生成部５２は、ＣＰＵ等の汎用プロセッサや、ＡＳＩＣ
、ＦＰＧＡ等の特定の機能を実行する各種演算回路等の専用プロセッサを用いて構成され
る。
【００４７】
　入力部５３は、キーボード、マウス、スイッチ、タッチパネルを用いて実現され、内視
鏡システム１の動作を指示する動作指示信号等の各種信号の入力を受け付ける。なお、入
力部５３は、操作部２２に設けられたスイッチや、外部のタブレット型のコンピュータ等
の可搬型端末を含んでいてもよい。
【００４８】
　制御部５４は、撮像部２４４および光源装置６を含む各構成部の駆動制御、および各構
成部に対する情報の入出力制御等を行う。制御部５４は、記憶部５５に記憶されている撮
像制御のための制御情報データ（例えば、読み出しタイミング等）を、所定の信号線や、
第１プロセッサ３または第２プロセッサ４を介して制御信号として撮像部２４４へ送信す
る。また、制御部５４は、表示画像生成部５２が生成した表示用の画像を表示装置７に表
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示させる制御を行う。制御部５４は、第１プロセッサ３の同期信号生成部３１が生成した
同期信号に従って各部の動作を制御する。制御部５４は、ＣＰＵ等の汎用プロセッサやＡ
ＳＩＣ等の特定の機能を実行する各種演算回路等の専用プロセッサを用いて構成される。
【００４９】
　記憶部５５は、内視鏡システム１を動作させるための各種プログラム、および内視鏡シ
ステム１の動作に必要な各種パラメータ等を含むデータや、所定の画像処理が施された画
像情報と該画像情報に関する文字情報とを重畳した合成画像を生成する合成処理、いわゆ
るオンスクリーンディスプレイ（ＯＳＤ）処理に関する情報等を記憶する。文字情報は、
患者情報、機器情報および検査情報等を示す情報である。また、記憶部５５は、ミキサユ
ニット５の識別情報を記憶する。ここで、識別情報には、ミキサユニット５の固有情報（
ＩＤ）、年式およびスペック情報等が含まれる。
【００５０】
　また、記憶部５５は、ミキサユニット５の画像取得処理方法を実行するための画像取得
処理プログラムを含む各種プログラムを記憶する。各種プログラムは、ハードディスク、
フラッシュメモリ、ＣＤ－ＲＯＭ、ＤＶＤ－ＲＯＭ、フレキシブルディスク等のコンピュ
ータ読み取り可能な記録媒体に記録して広く流通させることも可能である。なお、上述し
た各種プログラムは、通信ネットワークを介してダウンロードすることによって取得する
ことも可能である。ここでいう通信ネットワークは、例えば既存の公衆回線網、ＬＡＮ（
Local　Area　Network）、ＷＡＮ（Wide　Area　Network）等によって実現されるもので
あり、有線、無線を問わない。
【００５１】
　以上の構成を有する記憶部５５は、各種プログラム等が予めインストールされたＲＯＭ
（Read　Only　Memory）、および各処理の演算パラメータやデータ等を記憶するＲＡＭ（
Random　Access　Memory）やハードディスク等を用いて実現される。
【００５２】
　内視鏡２、第２プロセッサ４およびミキサユニット５は、第１プロセッサ３において同
期信号生成部３１が生成した同期信号に従って同期をとっている。すなわち、内視鏡２、
第２プロセッサ４およびミキサユニット５は、同期信号生成部３１が生成した同期信号に
基づいて動作する。
【００５３】
　続いて、光源装置６の構成について説明する。光源装置６は、照明部６１と、照明制御
部６２と、を備える。照明部６１は、照明制御部６２の制御のもと、照明光を出射する。
照明部６１は、光源６１ａと、光源ドライバ６１ｂと、を有する。
【００５４】
　光源６１ａは、白色光を出射するＬＥＤ光源や、一または複数のレンズ等を用いて構成
され、ＬＥＤ光源の駆動により光（照明光）を出射する。光源６１ａが発生した照明光は
、ライトガイド２４１を経由して先端部２４の先端から被写体に向けて出射される。また
、光源６１ａは、ＬＥＤ光源や、レーザー光源、キセノンランプ、ハロゲンランプ等のい
ずれかを用いて実現される。
【００５５】
　光源ドライバ６１ｂは、照明制御部６２の制御のもと、光源６１ａに対して電力を供給
することにより、光源６１ａに照明光を出射させる。
【００５６】
　照明制御部６２は、制御部５４からの制御信号（調光信号）に基づいて、光源６１ａに
供給する電力量を制御するとともに、光源６１ａの駆動タイミングを制御する。
【００５７】
　表示装置７は、映像ケーブルを介してミキサユニット５（表示画像生成部５２）から受
信した画像データに対応する表示用の画像を表示する。表示装置７は、液晶または有機Ｅ
Ｌ（Electro　Luminescence）等のモニタを用いて構成される。
【００５８】
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　ユーザは、表示装置７に表示された視差画像を、偏光特性を有する眼鏡を介して観察す
る。これにより、ユーザは、左眼により左眼用画像を観察し、右眼により右眼用画像を観
察することによって、立体画像を観察することができる。
【００５９】
　以上説明した本発明の実施の形態１では、内視鏡２、第２プロセッサ４およびミキサユ
ニット５が、第１プロセッサ３において同期信号生成部３１が生成した同期信号に従って
同期をとるようにした。これにより、第１プロセッサ３および第２プロセッサ４の処理速
度の違いがあったとしても、第１プロセッサ３と第２プロセッサ４との同期をとることが
できる。本実施の形態１によれば、画像データの容量によらず同期をとることができる。
【００６０】
（実施の形態２）
　続いて、本発明の実施の形態２について、図５を参照して説明する。本実施の形態２で
は、上述した内視鏡システム１の構成に対し、ミキサユニットに同期信号生成部をさらに
設ける。図５は、本発明の実施の形態２にかかる内視鏡システムの概略構成を示すブロッ
ク図である。以下、上述した実施の形態１とは異なる構成について説明する。
【００６１】
　図５に示す内視鏡システム１Ａは、上述した内視鏡２、第１プロセッサ３、第２プロセ
ッサ４、光源装置６および表示装置７と、内視鏡２が撮像した画像データに所定の信号処
理を施すとともに、内視鏡システム１Ａ全体の動作を統括的に制御するミキサユニット５
Ａと、ミキサユニット５Ａにより生成された情報を記録する記録装置８と、を備える。記
録装置８は、ミキサユニット５Ａから取得した情報を記録する。記録装置８は、ハードデ
ィスク、フラッシュメモリ、ＣＤ－ＲＯＭ、ＤＶＤ－ＲＯＭ、フレキシブルディスク等の
コンピュータ読み取り可能な記録媒体を用いて構成される。
【００６２】
　ミキサユニット５Ａは、上述した画像統合部５１、表示画像生成部５２、入力部５３、
制御部５４、および記憶部５５に加え、記録情報生成部５６と、同期信号生成部５７とを
さらに備える。
【００６３】
　記録情報生成部５６は、画像統合部５１が生成した統合画像データを取得して、記録装
置８に記録させたり、記録装置８に記録されている情報を取得して、表示画像生成部５２
に出力したりする。
【００６４】
　同期信号生成部５７は、ミキサユニット５Ａの動作の基準となるクロック信号（同期信
号）を生成する。ここで、同期信号生成部５７が生成する同期信号は、水平同期信号と垂
直同期信号とを含む。
【００６５】
　内視鏡システム１Ａでは、内視鏡２により取得された画像データを、第１プロセッサ３
および第２プロセッサ４を介して受信して、表示用の画像データを生成し、表示装置７に
表示するほか、記録装置８に記録されている情報、例えば統合画像データを読み出して、
表示画像生成部５２が表示用の画像データを生成し、表示装置７に表示することがある。
【００６６】
　記録装置８に記録されている情報を用いて表示装置７に表示する画像データを生成する
場合、ミキサユニット５Ａには、第１プロセッサ３が接続されていなくても、画像データ
を取得することが可能である。一方で、ミキサユニット５Ａが第１プロセッサ３と接続さ
れていないと、同期信号生成部３１で生成された同期信号を受信することができず、同期
信号生成部３１により生成された同期信号によって装置間の同期をとることができない。
この場合、制御部５４は、同期信号生成部５７により生成された同期信号によって、表示
装置７との間の同期をとる。これにより、第１プロセッサ３が接続されていない場合であ
っても、ミキサユニット５Ａにおいて同期をとることができる。
【００６７】
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　内視鏡システム１Ａにおいて、制御部５４は、例えば、第１プロセッサ３から、予め設
定された期間が経過しても信号が入力されない場合に、第１プロセッサ３とは接続してい
ないと判断して、同期信号生成部５７が生成した同期信号を用いるように制御する。この
ほか、入力部５３が受け付けた指示入力によって、同期信号生成部３１、５７を選択する
ようにしてもよいし、第１プロセッサ３とミキサユニット５Ａとの接続部分において、第
１プロセッサ３とミキサユニット５Ａとの接続を検知するようにしてもよい。例えば、第
１プロセッサ３に接続ピンを設け、ミキサユニット５Ａに、この接続ピンにより押下され
る接続検知用スイッチを設け、ミキサユニット５Ａが、接続ピンによるスイッチの押下の
有無により第１プロセッサ３の接続を認識することができる。
【００６８】
　以上説明した本実施の形態２では、第１プロセッサ３が有する同期信号生成部３１と、
ミキサユニット５Ａが有する同期信号生成部５７とによって同期信号が生成されるように
した。これにより、第１プロセッサ３がミキサユニット５Ａに接続されていない場合であ
っても、ミキサユニット５Ａが、同期信号生成部５７により生成された同期信号をもとに
、表示装置７と同期をとって表示画像を表示させることができる。
【００６９】
　上述した実施の形態１、２では、左眼用撮像素子により得られる左眼用画像、および右
眼用撮像素子により得られる右眼用画像が、共通の被写体が写った画像であって、被写体
像の取得エリアが一部で異なる画像であり、かつ視差を有する画像であるものとして説明
したが、例えば、同一の視野を有する画像であって、照明光の波長帯域が異なる画像や、
異なる特性を有するフィルタを通過した光に基づく画像であってもよい。このように、本
実施の形態１、２にかかる内視鏡システム１、１Ａは、被写体像の特性の少なくとも一部
が互いに異なる複数の画像データを処理する構成において、処理装置の回路規模を小さく
することが可能である。また、例えば、双眼型のカプセル型内視鏡が撮像した、異なる被
写体が写った異なる視野の画像、すなわち被写体像の取得エリアが全部異なる場合を含む
画像の信号処理を行う場合でも、カプセル型内視鏡から受信した画像データの処理を行う
処理装置の回路規模を小さくすることが可能である。
【００７０】
　上述した実施の形態１、２において、第１プロセッサ３に、制御部５４のような内視鏡
システム１、１Ａ全体の制御を行う制御部を設けてもよい。また、上述した実施の形態１
、２では、第１プロセッサ３により同期信号を生成して、第２プロセッサ４と同期をとる
ものとして説明したが、第２プロセッサ４に同期信号生成部を設けて、第２プロセッサ４
において生成された同期信号によって第１プロセッサ３の同期をとるようにしてもよい。
【００７１】
　また、上述した実施の形態１、２において、内視鏡２と、第１プロセッサ３および第２
プロセッサ４との間、第１プロセッサ３および第２プロセッサ４と、ミキサユニット５、
５Ａとの間の情報の送受信は、信号線を用いた伝送であってもよいし、無線通信によるも
のであってもよいし、光信号により伝送するものであってもよい。
【００７２】
　また、上述した実施の形態１、２では、光源装置６からＲＧＢの各色成分を含む白色の
照明光が出射され、撮像素子が照明光による反射光を受光する同時式の照明／撮像方式で
あるものとして説明したが、例えば、光源装置６が、各色成分の光を個別に順次出射して
、撮像素子が、各色成分の光をそれぞれ受光する面順次式の照明／撮像方式であってもよ
い。
【００７３】
　また、上述した実施の形態１、２では、左眼用光学系２４３ａおよび右眼用光学系２４
３ｂからの光をそれぞれ受光する二つの撮像素子によって構成されているものとして説明
したが、一つの撮像素子を用いて、左眼用光学系２４３ａからの光を受光する左眼用画像
生成領域と、右眼用光学系２４３ｂからの光を受光する右眼用画像生成領域とに分けて受
光するようにしてもよい。この場合、左眼用画像生成領域で受光した光に基づく信号が、
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第１プロセッサ３に出力され、右眼用画像生成領域で受光した光に基づく信号が、第２プ
ロセッサ４に出力される。
【００７４】
　また、上述した実施の形態１、２において、第１プロセッサ３と、第２プロセッサ４と
は、互いに別体の筐体に設けられるものであってもよいし、同じ筐体に設けられるもので
あってもよい。
【００７５】
　また、上述した実施の形態１、２において、表示画像生成部５２が、制御部５４の制御
のもと、上述した視差画像等の三次元画像を生成するモードと、統合画像データに含まれ
る左眼用画像および右眼用画像のうちの一方を用いて二次元画像を生成するモードとのい
ずれか設定されたモードに応じて、統合画像データをもとに、表示用の画像データを生成
するようにしてもよい。
【００７６】
　また、上述した実施の形態１、２では、光源装置６が内視鏡２とは別体で構成されてい
るものとして説明したが、例えば、内視鏡２の先端に半導体光源を設ける等、光源装置を
内視鏡２に設けた構成であってもよい。
【００７７】
　また、上述した実施の形態１、２では、光源装置６が、ミキサユニット５、５Ａとは別
体であるものとして説明したが、光源装置６およびミキサユニット５、５Ａが一体であっ
てもよい。また、光源６１ａが先端部２４の先端に設けられているものであってもよい。
【００７８】
　また、上述した実施の形態では、観察対象が被検体内の生体組織等である軟性の内視鏡
２を用いた内視鏡システム１、１Ａであるものとして説明したが、硬性の内視鏡や、材料
の特性を観測する工業用の内視鏡、カプセル型の内視鏡、ファイバースコープ、光学視管
等の光学内視鏡の接眼部にカメラヘッドを接続したものを用いた内視鏡システムであって
も適用できる。
【産業上の利用可能性】
【００７９】
　以上のように、本発明にかかる内視鏡システムおよび処理装置は、画像データの容量に
よらず同期をとるのに有用である。
【符号の説明】
【００８０】
　１、１Ａ　内視鏡システム
　２　内視鏡
　３　第１プロセッサ
　４　第２プロセッサ
　５、５Ａ　ミキサユニット
　６　光源装置
　７　表示装置
　８　記録装置
　２１　挿入部
　２２　操作部
　２３　ケーブル部
　２４　先端部
　２５　湾曲部
　２６　可撓管部
　３１、５７　同期信号生成部
　５１　画像統合部
　５２　表示画像生成部
　５３　入力部
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　５４　制御部
　５５　記憶部
　５６　記録情報生成部
　６１　照明部
　６２　照明制御部
　２４３ａ　左眼用光学系
　２４３ｂ　右眼用光学系
　２４４　撮像部
　２４４－１ａ　左眼用撮像素子
　２４４－１ｂ　右眼用撮像素子
　２４４－２ａ　左眼用信号処理部
　２４４－２ｂ　右眼用信号処理部
【要約】
　本発明にかかる内視鏡システムは、被写体像の取得エリアの少なくとも一部が互いに異
なる二つの画像データ、または共通の被写体に対して視差を有する二つの画像データを生
成する撮像部と、一方の画像データに対して画像処理を施す第１プロセッサと、他方の画
像データに対して画像処理を施す第２プロセッサと、第１プロセッサおよび第２プロセッ
サが設けられている筐体とは別体の筐体に設けられ、第１プロセッサおよび／または第２
プロセッサから出力された二つの画像データをもとに、表示画像データを生成する表示画
像生成部と、第１プロセッサまたは第２プロセッサに設けられ、撮像部、第１プロセッサ
、第２プロセッサおよび表示画像生成部の同期をとるための同期信号を生成する第１の同
期信号生成部と、を備える。

【図１】 【図２】
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